
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後までお読みいただきありがとうございました。 

これからも発刊を頑張りますので、どうぞよろしく 

お願いいたします。第 7９号もお楽しみに‼ 

いよいよ師走となりました。インフルエンザの本格的な流行が始まる月です。 

例年 12 月の下旬に流行の始まりと思われる患者数の増加がみられます。 

 インフルエンザの症状や特徴については、よくご存じだと思いますが、おさらいとして… 

 

                                            

大切なことは急激な症状の出現、 

特に発熱・高熱です。迅速キットを 

用いれば数分で検査可能です。 

疑い等あればお知らせください。 

                                      いよいよ寒さも本番です。 

                                      ご自愛ください。 

 

 

総院長拝 

今年も終わりになってきました。「次にお会いするのは来年ですね」と 

診察の最後につけています。今年はインフルエンザ予防接種ワクチンの入荷が遅く 

ご迷惑をおかけしております。「ワクチンはありますか？」と問い合わせも多くいただいています。 

予防接種をしたらインフルエンザにかからない、というわけではありません。外出先から帰宅したら「うがいと手洗いをしっかりと」

が基本です。毎日の習慣にしていきたいです。また、クリスマスや忘年会等で飲食の機会が増える時期でもあります。楽しい時を過ご

すためにも、暴飲暴食には気をつけてお過ごしください。 

 

 

 12 月は心電図検査についてご紹介します。 

 

 健康診断ではよく耳にする心電図検査、何のための検査

でしょうか。 

 心臓の筋肉から発生する微弱な電流を波形として記録

し、心臓の病気の有無を調べるのが心電図検査です。ベッ

ドに横になり、手・足・胸部に電極を取り付け検査しま

す。検査時間は約 5 分程です。この検査では不整脈、心筋

梗塞などの虚血性心疾患や心肥大などを見つけることがで

きます。 

 

 心臓の病気のない方も、年に一度は 

健康診断を受診し、心臓の状態を 

チェックしましょう。 

 

 

 今年最後のクリニック通信になりました。 

 先日、自宅に世田谷区の資源・ごみの収集カレンダーが届き

ました。そこには医療用のごみの捨て方も書いてありました。

当院ではインスリンを処方されている方が多く通われていま

す。インスリンはどうやって捨てるのでしょうか。 

 

 まず、使い捨ての注射器を使用されている方は、針以外を燃

えるごみで捨てられます。注射の針、血糖測定のための針は当

院で回収します。診察の際にお持ち下さい。血糖測定のセンサ

ーや消毒綿は世田谷区のカレンダーによると、見えないように

袋に入れて捨てて下さいとのことでした。色のついたビニール

袋や紙袋ということでしょうか。以前、燃えるゴミとして針を

捨てている患者さんに出会ったことがあり、驚いた記憶があり

ます。 

これを機にカレンダーを活用してスマートなごみ出しをした

いですね。 

看護師 S のひとこと 臨床検査技師Ｔの検査紹介 

師長のつぶやき 

総院長のひとりごと 
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